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―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 619 号

第 2 回 北海道教区 教区祭

定
例
に
を
い
が
け

や
ま
び
こ
会

　

布
教
を
志
す
者
の
会
「
や
ま
び
こ

会
」
で
は
、
3
月
16
日
、
南
７
条
西

18
丁
目
の
な
か
よ
し
公
園
近
隣
を
、

14
名
の
教
友
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
戸
別
訪
問
に
ま
わ
り
、
布
教
活

動
を
行
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
る
3
月
の
定

例
実
動
で
あ
っ
た
が
、
を
や
の
ぬ
く

も
り
を
伝
え
る
べ
く
、
約
45
分
ほ
ど

に
を
い
が
け
に
励
ん
だ
。

　

お
互
い
が
に
を
い
が
け
を
す
る
姿

に
様
々
な
学
び
を
得
た
り
、
布
教
に

対
す
る
疑
問
や
信
仰
面
で
の
思
い
な

ど
を
語
り
合
い
、
充
実
の
時
間
を
過

ご
し
た
。

　

ふ
り
か
え
り
で
は
、
こ
の
日
感
じ

た
こ
と
や
、
こ
の
一
か
月
を
振
り

返
っ
て
の
信
仰
談
議
に
花
が
咲
く
。

参
加
者
の
中
に
は
数
年
ぶ
り
に
再
び

参
加
し
、
改
め
て
大
き
な
刺
激
を
受

け
た
方
も
お
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
自
教
会
付
近

で
の
に
を
い
が
け
を
思
い
描
く
も
、

な
か
な
か
実
動
に
至
ら
な
か
っ
た
参

加
者
か
ら
は
、「
わ
ず
か
な
時
間
だ
っ

た
が
一
念
発
起
し
や
っ
と
布
教
へ
歩

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
報
告
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
時
の
戸
別
訪
問
で
は
芽
が
出

な
か
っ
た
が
、
帰
る
道
中
に
、
と
あ

る
バ
ス
停
で
声
を
か
け
た
方
と
い
ろ

い
ろ
と
お
話
を
す
る
う
ち
に
、
教
会

へ
初
参
拝
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な

り
、
大
き
な
に
を
い
が
け
に
繋
が
っ

た
と
の
話
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
や
ま
び
こ
会
な
ど
を
通
じ

て
、
地
道
な
が
ら
も
確
実
に
ま
か
れ

た
真
実
の
種
が
、
思
わ
ぬ
形
で
芽
を

吹
く
と
い
う
姿
を
お
見
せ
い
た
だ

き
、
参
加
者
一
同
、
大
き
な
勇
み
の

種
を
頂
戴
し
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ

い
た
。　

               （
代
表  

藤
野
充
普
）

次
回  

5
月
16
日 

13
時
30
分
〜 

教
務
支
庁
集
合

　
　

         

※ 

4
月
の
活
動
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

　

婦
人
会
（
奥
村
と
う
子
主
任
）

は
、
3
月
2
日
、
教
務
支
庁
を
会

場
に
支
部
主
任
研
修
会
を
開
催
。

全
道
よ
り
32
名
【
主
任
26
名
（
代

理
含
）、
常
任
・
実
行
委
員
6
名
】

が
参
集
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
奥
村
教
区
長

は
、
自
身
の
お
た
す
け
の
経
験
か

ら
、
遠
近
を
問
わ
ず
参
集
す
る
こ

と
は
、
お
ぢ
ば
の
思
い
、
教
区
の

支
部
主
任
研
修
会婦 

人 

会

思
い
を
直
接
感
じ
る
取
る
重
要
な
活

動
で
あ
り
、
計
り
知
れ
な
い
理
を
頂

戴
す
る
こ
と
だ
と
思
う
と
挨
拶
さ
れ

た
。

　

教
区
主
任
は
、
海
外
へ
出
向
く
の

と
同
じ
く
ら
い
の
気
持
ち
で
北
海
道

に
布
教
に
渡
っ
た
先
人
は
、
こ
の
教

え
を
頼
り
に
こ
の
地
に
信
仰
を
つ
け

て
く
れ
た
。
そ
れ
を
私
た
ち
が
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
活
動
も
た
す
け
合
っ
て
励

ま
し
合
っ
て
勇
ま
せ
合
っ
て
い
き
た

い
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
部
署
担
当
者
よ
り
報

告
が
行
わ
れ
、
最
後
に
「
み
ち
の
だ
い

育
み
塾
」
の
全
支
部
統
一
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
模
擬
体
験
し
研
修
会
を
終
え
た
。 みちのだい育み塾を模擬体験

戸別訪問

除
と
献
饌
か
ら

始
ま
り
、
朝
づ

と
め
。
朝
食
後

は
、
教
会
内
の

清
掃
や
御
簾
の

入
れ
替
え
な
ど

時
間
を
余
す
こ

と
な
く
伏
せ
込

ん
だ
。

　

こ
の
日
は
、
穏
や
か
な
日
差
し
の

中
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ま
で
神

名
流
し
を
実
施
。学
校
や
商
業
施
設
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
ぶ
道
中
で
多
く
の

人
と
行
き
交
い
、
挨
拶
を
受
け
る
な

ど
、
道
内
外
の
野
球
観
戦
者
に
も
神

名
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
熱
い
高

揚
感
を
胸
に
帰
会
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
鷲
津
孝
幸
教
会
長

よ
り「
伏
せ
込
み
は
、や
っ
た
ら
や
っ

た
分
、
行
っ
た
〈
事
実
〉
が
残
る
。

そ
れ
を
必
ず
神
様
が
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
り
、当
人
へ
お
返
し
く
だ
さ
る
。

今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

激
励
を
受
け
解
散
し
た
。

　

参
加
者
よ
り
「
布
教
経
験
は
浅
い

が
今
後
も
継
続
し
た
い
」「
一
人
で
は

難
し
い
が
皆
と
一
緒
だ
か
ら
励
ま
し

合
え
た
」「
今
後
は
心
遣
い
か
ら
正
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

 【
参
加
者
：
会
員
7
名
】

岡
田
委
員
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　
「
会
場
提
供
と
ご
参
加
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
年
祭
後
も〈
布
教
・
求
道
・

伏
せ
込
み
〉
を
意
識
し
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
会
活
動
の
上
に
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
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―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
8
年
2
月 

お
運
び
）

天
塩
支
部   

東
剣
渕
分
教
会
（
秩
父
）

　
　

奉
告
祭　

3
月
8
日

佐藤 大介  氏
46 歳

　

育
成
部
（
木
岡
喜
久
子
部
長
）
は
、

3
月
2
日
の
支
部
長
会
議
後
に
、
育

成
部
と
青
年
会
、
少
年
会
、
学
生
担

当
委
員
会
の
代
表
者
に
て
育
成
連
携

会
議
を
行
い
、
今
後
の
各
会
と
の
連

携
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。　

         

　
　

       

（
※ 

婦
人
会
は
、
研
修
会
の
た
め
欠
席
）

　

教
務
部
（
大
野
成
一
部
長
）
は
、

3
月
2
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
道

庁
に
お
け
る
手
続
き
一
部
変
更
に
つ

い
て
の
教
務
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

福
祉
厚
生
部
（
岡
崎
秀
人
部
長
）

は
、
3
月
2
日
、
教
務
支
庁
に
献
血

車
を
配
車
し
、
20
名
が
献
血
を
お
こ

な
っ
た
。

青 

年 

会

　

青
年
会
（
岡
田
茎
貴
委
員
長
）
は
、

3
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
熱
教

合
宿
を
開
催
し
た
。
道
内
の
教
会
を

拠
点
に
、
青
年
会
の
本
旨
で
あ
る
布

教
と
求
道
を
実
践
す
る
も
の
で
、
今

回
で
2
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

会
場
は
北
広
島
市
の
月
寒
分
教

会
。
住
宅
街
の
一
角
に
あ
り
、
徒
歩

圏
内
に
は
令
和
５
年
開
業
の
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
。

　

13
時
に
開
会
し
、
神
殿
で
鷲
津
奏

大
ス
タ
ッ
フ
よ
り
布
教
講
話
が
行
わ

れ
、
布
教
・
信
仰
体
験
を
も
と
に
話

が
進
み
、
一
同
は
実
動
へ
向
け
て
は

ず
み
を
つ
け
た
。

　

14
時
の
撤
饌
後
、
北
広
島
駅
前
の

住
宅
街
へ
移
動
。
交
差
点
で
よ
ろ
づ
よ

八
首
を
斉
唱
し
路
傍
講
演
、
2
班
に
分

か
れ
て
戸
別
訪
問
に
動
き
出
し
た
。

　

雪
と
強
風
の
中
で
の
実
動
と
な
っ

た
が
、
心
倒
す
こ
と
な
く
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
り
、
勇
ん
で
呼
び
鈴
を

鳴
ら
し
続
け
た
。
約
3
時
間
の
布
教

活
動
後
に
行
っ
た
振
り
返
り
で
は
、

達
成
感
と
日
ご
ろ
の
感
謝
の
思
い
が

聞
か
れ
た
。

　

夕
づ
と
め
後

に
は
、
教
会
在

住
者
と
共
に
懇

親
会
を
行
い
、
実

動
や
信
仰
に
つ
い

て
語
ら
い
が
続
い

た
。

　

2
日
目
は
午

前
6
時
の
神
殿
掃

育
成
連
携
会
議育 

成 

部

冬
の
献
血
協
力
デ
ー

福
祉
厚
生
部

第
2
回 

熱
教
合
宿

教
務
説
明
会
教 

務 

部

除
と
献
饌
か
ら

始
ま
り
、
朝
づ

と
め
。
朝
食
後

は
、
教
会
内
の

清
掃
や
御
簾
の

入
れ
替
え
な
ど

時
間
を
余
す
こ

と
な
く
伏
せ
込

ん
だ
。

　

こ
の
日
は
、
穏
や
か
な
日
差
し
の

中
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ま
で
神

名
流
し
を
実
施
。学
校
や
商
業
施
設
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
ぶ
道
中
で
多
く
の

人
と
行
き
交
い
、
挨
拶
を
受
け
る
な

ど
、
道
内
外
の
野
球
観
戦
者
に
も
神

名
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
熱
い
高

揚
感
を
胸
に
帰
会
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
鷲
津
孝
幸
教
会
長

よ
り「
伏
せ
込
み
は
、や
っ
た
ら
や
っ

た
分
、
行
っ
た
〈
事
実
〉
が
残
る
。

そ
れ
を
必
ず
神
様
が
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
り
、当
人
へ
お
返
し
く
だ
さ
る
。

今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

激
励
を
受
け
解
散
し
た
。

　

参
加
者
よ
り
「
布
教
経
験
は
浅
い

が
今
後
も
継
続
し
た
い
」「
一
人
で
は

難
し
い
が
皆
と
一
緒
だ
か
ら
励
ま
し

合
え
た
」「
今
後
は
心
遣
い
か
ら
正
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

 【
参
加
者
：
会
員
7
名
】

岡
田
委
員
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　
「
会
場
提
供
と
ご
参
加
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
年
祭
後
も〈
布
教
・
求
道
・

伏
せ
込
み
〉
を
意
識
し
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
会
活
動
の
上
に
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

路傍講演

神名流し

2

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

3
月
1
日　

青
年
会 M

eets!

　
　
　
　
　

学
生
担
当
委
員
会
例
会

　
　

2
日　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

婦
人
会 

支
部
主
任
研
修
会

　
　
　
　
　

教
務
部 

教
務
説
明
会

　
　
　
　
　

育
成
部 

育
成
連
携
会
議

　
　
　
　
　

福
祉
部 

冬
の
献
血
協
力
デ
ー

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

7
日　

学
生
会
例
会

　
　

8
日　

会
計
部
会
議

　
　

14
日　

学
生
会
例
会

　
　

16
日　

や
ま
び
こ
会

　
　

20
日　

教
区
長
帰
本

　
　

21
日　

学
生
会
例
会

　
　
　
　
　

青
年
会 

熱
教
合
宿（
〜
22
日
）

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　
　
　
　

教
祖
140
年
祭

　
　
　
　
　
　

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     （
〜
31
日
）

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　

27
日　

本
部
春
季
霊
祭

　
　

28
日　

教
区
長
帰
庁

　
　

31
日　

た
す
け
推
進
会
議

訃
　
報

　
　
立
教
一
八
八
年
・
令
和
7
年

・
岡
﨑 

伊
都
子
様    

8
月
19
日
出
直（
87
歳
）

　

岡
舘
分
教
会
前
会
長         （
函
館
支
部
）

・
中
村
　
道
三
様　

10
月
3
日
出
直
（
97
歳
）

　

寿
都
分
教
会
長　

             （
八
雲
支
部
）

・
栗
山
　
友
茂
様　

10
月
15
日
出
直
（
91
歳
）

　

東
網
分
教
会
長　

             （
小
樽
支
部
）

・
野
田
　
和
子
様　

11
月
21
日
出
直
（
80
歳
）

　

茶
原
分
教
会
前
会
長
夫
人  （
釧
根
支
部
）

　
　
立
教
一
八
九
年
・
令
和
8
年

・
後
藤
　
文
子
様   

2
月
17
日
出
直
（
97
歳
）

　

長
訓
分
教
会
前
会
長
夫
人  （
釧
根
支
部
）

・
斎
藤
　
登
代
様　

2
月
18
日
出
直
（
84
歳
）

　

新
桑
園
分
教
会
長
夫
人  （
札
幌
東
支
部
）


